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ぺろとちゃろといたずらな少
しょう

年
ねん

―これは、とてもちいさなきょうだいネズミのちょっとした英
えい

雄
ゆう

記
き

―

作・絵　なつめふうりん
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 　　         あるところに、ショーンという少
しょう

年
ね ん

がいました。
 　　ショーンは、おさないころからいたずらがだいすきでした。
  　      　   しかし、おかあさんには叱

しか

られてばかりでした。
　
 　　　おちこんでしまったショーンは、ある時

とき

からぱったりと 
    　　   　         いたずらをしなくなってしまいました。
   　         　おかあさんに、きらわれたくはなかったのです。

  　　　　　　　　　　　　      　 　それなのになぜか、
　  　　       ショーンはまたもやいたずらの罰

ばつ

として、
  物

もの

置
おき

小
ご

屋
や

にとじこめられるようになってしまいました――。
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                　     さて、てづくりのハンモックで　

           　      　          すやすやねむっているのは、
　  　　      カヤネズミのきょうだいのぺろとちゃろです。

　               　        「ふたりでひとつ」 という言
こと

葉
ば

が
                   ぴったりなぺろとちゃろは、おたがいのことを　
 　        　　　　　「きょーだい」とよびあいます。

　　　　　     　　　　　　　あさのここちのよいひとときに、

　　　　　　　　　　   　 　   どんっっ！

　　　　　     　   と、なにかが巣
す

にぶつかったような
　　　　　　　      おおきな音

おと

がひびきわたりました。
　　　　　　    　　      びっくりして外

そと

をみると、
 　　　　　　    　       すこしばかり体

からだ

のおおきい 
              　   　　        ネズミのすがたがみえました。
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  　　　　 ぺろとちゃろは、やれやれとこまっているようすです。

　　　 「まただよ、きょーだい！
                 　 　   そろそろやめてもらうようにいいにいこう？」
　　 　「そうだね、きょーだい！
　　　　　　　       　  これじゃゆったりねむれもしないよ！」
  

　　　　      　なにやらこのところずっと、いやがらせをしてくる
　　　　　　　　   わるいネズミがいるようです。

  　　　　　   ぺろとちゃろは、いよいよそのネズミを
　　　　　　　     つかまえにいくことにしました。
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